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背景

• すべての人と地球のために機能する、より包括的で持続可能な資本主義を構築する必要がある

• 甚大な環境破壊、所得と富の格差の拡大、先進国でのストレスや鬱などは、

価値を創造して分配する現在のシステムがいかに壊れているかを示す例

企業活動が、財務資本や物的資本だけでなく、

人的資本、社会的資本、自然資本に与えるインパクトを

意思決定の際に考慮できるようにする必要がある。

WHY
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（出典：Serafeim, G., Zochowski. R., and Downing, J., 2019. Impact Weighted Financial Accounts: The Missing Piece for an Impact Economy. Harvard Business School.）



投資家からのニーズ

WHY
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出典：PwC「グローバル投資家意識調査2023」

投資家はインパクトの金銭的価値の開示を求めています。

81%の投資家は、
企業が社会や環境に与える
インパクトの金銭的価値を明らか
にすれば環境や社会問題とのト
レードオフを経営の意思決定に統
合することに役立つと考えていま
す。

75%の投資家は、
企業が社会や環境に与える
インパクトの金銭的価値の開示を
求めています。

これは2022年調査の66%から
増加しています。

75% 81%

75%の投資家は、
企業が社会や環境にに与える
インパクトを報告することが重要
であると回答しています。

これは2022年調査の60%から
増加しています。

75%
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インパクト会計の概要

WHAT
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インパクト会計とは？

社会・環境へ
の影響

（インパクト）

財務諸表

金銭価値評価

人々や地球にとって、より良い意思決定を行うため、
組織の社会・環境への影響（インパクト）を貨幣価値評価し、財務諸表に反映するもの

（参考：IFVI&VBA）



インパクト会計の概要

インパクト会計では、投資家や経営者の意思決定に役立たせるため、

企業の財務、社会、環境のパフォーマンスを反映した財務諸表の作成を行う。

WHAT

-8-（出典：Impact Economy Foundation, Impact-weighted Accounts Framework）

財務 製造 知的 自然 社会関係 人的

統合損益計算書 統合貸借対照表



参考：インパクトステートメントのプロトタイプ

WHAT

-9-（出典：Impact Institute, Framework for Impact Statements）



インパクト会計の特徴

直感的に理解可能 比較及び集計可能 既存の評価ツールの使用が可能

財務とインパクトが同じ形式で表示

されるため、既存の財務・ビジネス

分析ツールを使って企業のパフォー

マンスを評価することが可能。

社会や環境へのインパクトを、

経営者や投資家が直感的に理

解できる比較可能な単位（金

額）に変換する。

意思決定に必要な重要な詳細

を不明瞭にすることなく、意

味のある集計と比較が可能。

インパクト会計は、インパクトを貨幣価値換算するため、以下の３つの特徴がある。

WHAT
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（出典：Serafeim, G., Zochowski. R., and Downing, J., 2019. Impact Weighted Financial Accounts: The Missing Piece for an Impact Economy. Harvard Business School.）



他の非財務情報開示主体との関係

WHAT

-11-（出典：Impact Economy Foundation, Impact-weighted Accounts Framework）

インパクト会計は、さまざまなサステナビリティ・インパクトの測定、報告等の最前線にある



インパクト会計の活用方法

意思決定

マネジメント・
モニタリング

経営者や投資家の意思決定に役立たせることができる

企業報告

戦略立案

より効果的に重要なステークホルダーとのコミュニケーションを行うこと

ができる

成長機会を特定することができる

インパクトに基づきマネジメント、モニタリングすることで

従業員等を動機づけることができる

WHAT
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インパクト会計の概要

-14-（出典：VBA）

Global Value Factor DB
（貨幣価値評価係数のデータベース）



インパクト会計方法論の構成
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方法論の構成

全般的方法論

標準化されたインパクトパスウェイ

トピック別方法論 業種別方法論

（出典：IFVI）

概念フレームワーク

温室効果ガス

適正賃金

TBD

製品インパクト
全般的

フレームワーク

TBD

TBD

TBD

TBD

TBD

…

…

…

…

水消費

廃棄物と循環

インパクト測定と貨幣価値換算方法

TBD



（例）環境インパクト：温室効果ガス（GHG）排出

HOW
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（出典：IFVI “GHG Emissions Topic Methodology”）



導入事例

HOW
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（出典：IFVI）

世界中でインパクト会計のパイロット導入が進んでいる。



導入事例

HOW
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（出典：エーザイ(2023)価値創造レポート）

（出典：積水化学工業(2023)TCFD/TNFD Report）

（出典：ヤマハ発動機(2023)統合報告書2023）

我が国でもエーザイ、積水化学工業、ヤマハ発電機、KDDI、オムロン、日清食品HD、五常・アンド・カンパニー、Ubieなどが
先進的にインパクト会計の導入を行っている。

（出典： KDDI(2024)ニュースリリース：
企業活動の社会的インパクトを金額換算する「イン
パクト加重会計」を実施）



導入検討状況

HOW
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経済同友会においては「はい（公開済）(9%)」「はい（未公開）(3%)」「検討中(55%)」、
インパクトスタートアップ協会においては「はい（公開済）(7%)」「検討中(64%)」、
新公益連盟においては、「検討中(26%)」、
GSG Impact JAPANにおいては、「はい（公開済）(1%)」「はい（未公開）(2%)」「検討中(22%)」
大企業での導入(12%)が比較的進んでおり、次いでインパクトスタートアップ(7%)という結果となった。
日本全国で少なくとも５３社がインパクト会計導入済みまたは導入検討中であることが分かった。

（出典 (2024) 経済同友会、インパクトスタートアップ協会、新公益連盟、GSG Impact JAPAN）

9%
3%

55%

33%
はい（公開済）

はい（未公開）

検討中

導入予定なし

(n=33)

経済同友会 インパクトスタートアップ協会 新公益連盟

7%0%

64%

29%

はい（公開済）

はい（未公開）

検討中

導入予定なし

0%0%

26%

74%

はい（公開済）

はい（未公開）

検討中

導入予定なし

(n=14) (n=19)

Q.インパクト会計を導入していますか？

GSG Impact JAPAN

1%

2%

22%

75%

はい（公開済）

はい（未公開）

検討中

導入予定なし

(n=63)



さいごに
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インパクトエコノミー形成のためにインパクト会計は不可欠である。
我が国企業はインパクト会計を先進的に導入しており、インパクト会計への関心度も高い。
インパクト会計の導入事例を増加させるとともに、インパクト会計基準開発に貢献することで、
我が国がリーダーシップを発揮していくことができる。
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